














要約 

出生し,低酸素症に曝された重症新生児の中枢神経機能障害を把握し,その長期予後の改善

のための治療の判定には多角的なモニタリングが必要である。近赤外光を用いて脳内の血

液量,酸素飽和度のモニタリングはこれまでの各種の動物実験で可能となった。本年度は,

ヒト重症新生児で各種の病態(人工換気下)における脳血液流量の変化について超音波ドプ

ラー法を加えて臨床的検討を行った。従来の人工換気療法(CMV)及び新しい人工換気療法で

ある振動呼吸法(HFO),いずれの人工換気療法下においても,脳血液量は少なからず影響を

受け,既に周産期低酸素症等による血管障害を持った児ではその破綻の可能性の高いこと

が示唆された。 


